
地 域 再 生 計 画 

 
 
１． 地域再生計画の名称 
 

「夢と希望のあふれる香美市」 ～輝き・やすらぎ・賑わいをみんなで築くまちづ

くり～ 
 
２． 地域再生計画の作成主体の名称 
 

香美市 
 
３． 地域再生計画の区域 
 

香美市の全域 
 
４． 地域再生計画の目標 
 
 香美市は、高知市より国道１９５号線に沿って北東へ約１５㎞の場所に位置しており、

北は本山町、大豊町、西は南国市、南は香南市、東は安芸市、徳島県那賀町と隣接して

いる。 
2006年 3月 1日に香美郡土佐山田町、香美郡香北町、香美郡物部村が合併し、人口

30,257 人（2005 年国勢調査）、面積 538.22k ㎡の新市・香美市が誕生した。地形は、
概ね標高 1,000m～1,800m の急峻な山並みが続き、物部川、国分川、吉野川の源流域

から高知平野に至る変化に富んだ景観を有し、これらの流域には古くから多くの集落及

び棚田が広範囲に分布している。本市の９割を占める森林は天然林も多く、豊かな自然

が残されている。その多くは剣山国定公園、奥物部県立自然公園、龍河洞県立自然公園

に指定され、山岳、渓谷と多種多様な自然を有している。 
香美市は、県内でも有数の施設・露地野菜の生産量を誇り、第一次産業の基盤整備や、

「龍河洞」「アンパンマンミュージアム」「べふ峡温泉」などの観光施設整備も行ってい

る。また、４００年の歴史を誇る伝統工芸の代表格である「土佐打ち刃物」、時代絵巻

やおとぎ話の世界を丁寧に色鮮やかに描いた端午の節句に欠かせない「フラフ」、紅葉

で名高い「べふ峡」、日本の滝百選「轟の滝」など豊かな自然と伝統を活かしながら、

旧２町１村の魅力と活力を結集して「夢と希望のあふれる香美市」を目指している。 
また香美市には、高知県でも有数のアメゴ、アユの釣り場となっており、シーズンに



は多数の釣り人の姿を見ることができる。カワセミ、ホタルなども観測され、それら川

の利点を活かした四季折々のイベントも開催し、多くの人が水に親しめる魅力ある観光

地づくりに取り組んでいる。 
しかしながら、近年の生活様式の変化、農林業の衰退に伴い、山林や田園の荒廃が進

み、公共用水域の水量減少・水質悪化が懸念される状況になりつつある。現在、流域関

連下水道、特定環境公共下水道、浄化槽（個人設置型）を実施しているものの、平成１

７年度末の段階で、普及率が５４．２％と依然低い水準にあり、早急な整備促進が必要

となっている。また、中山間地域の農林業従事者の高齢化が進み、戸数は激減している

ことから、生活環境の向上により減少に歯止めをかけることも重要課題となっている。 
このため、汚水処理交付金を活用し、公共下水道、農業集落排水施設の整備及び浄化

槽の設置により、市内を流れる河川の水質保全を図り、水辺の再生や清流の復活を目指

すとともに、子供がふれあうことが出来るきれいな水環境を取り戻し、市民に輝きとや

すらぎを与え、安心して暮らすことができる賑わいのあるまちを再生する。 
  
（目標） 
 １ 汚水処理施設整備の促進（汚水処理人口普及率を、現在の 54.2％から 60.3％に

向上） 
 ２ 国指定史跡天然記念物龍河洞観光客の増 

     （観光客数を 17 年度の 130,638 人から２０％増の
156,765人に向上） 

 
５． 目標を達成するために行う事業 
（５－１）全体の概要 
  本市は、豊かな自然環境を保全するため、河川などの公共用水域の水質汚濁の防止

に積極的な役割をはたす、汚水処理施設の整備は欠かすことのできないものである。

そこで汚水処理施設交付金を活用し、地域の実情に合わせて、公共下水道、農業集落

排水の整備と浄化槽の設置を一体的に進める。 
  水環境を改善することで、汚水処理人口の向上を目指す。 
 
（５－２）法第４章の特別の措置を適用して行う事業 
 汚水処理施設整備交付金を活用する事業 
  対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を了している。なお、整

備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 
  ・農業集落排水（逆川地区）・・・平成１９年 1月事業採択の通知を国より受けている。 
 
 



【事業主体】 
       いずれも香美市 
【施設の種類】 
       農業集落排水施設、浄化槽（個人設置型） 
 
【事業区域】 
     農業集落排水施設    逆川地区 
     浄化槽（個人設置型）  集合処理区（流域関連公共下水道、特定環境保

全公共下水道及び農業集落排水区域）以外の区

域及び集合処理による整備に時間を要する箇

所 
 
【事業期間】 
     農業集落排水施設    平成１９年度～平成２３年度 
     浄化槽（個人設置型）  平成１９年度～平成２３年度 

【整備量】 
     農業集落排水施設 (全て交付金事業分) 

・管路施設 φ＝７５～２００mm Ｌ＝４,５１０ｍ 
・中継ポンプ施設 N＝３.０箇所 
・汚水処理施設 １箇所（N＝４６０人） 

     浄化槽（個人設置型）     ２８３基 
                  
    なお、各施設による新規の処理人口は下記のとおり。 
     ・農業集落排水施設   逆川地区で約２４０人 

・浄化槽（個人設置型） 香美市全域で約６８７人 
【事業費】 
      農業集落排水施設   事業費 ４９３,８９０千円 
                  （うち、交付金  ２４６,９４５千円） 
 

浄化槽（個人設置型） 事業費  １１０,１８４千円 
                  （うち、交付金 ３６,７２８千円） 
 
      合計         事業費 ６０４,０７４千円 
                 （うち、交付金  ２８３,６７３千円） 
 
 



（５－３）その他の事業 
① 浦戸湾東部流域関連公共下水道事業（土佐山田町）及び特定環境保全公共下水道

事業（美良布処理区） 
浦戸湾東部の河川や浦戸湾の水質保全と生活環境の改善を目的に、浦戸湾東部

流域関連公共下水道事業計画認可区域（土佐山田町）において、公共下水道の整

備を進めている。 
また、物部川の自然環境の保全及び旧香北町美良布地区の生活環境の改善を図

るため、特定環境保全公共下水道事業計画認可区域（美良布処理区）においても、

公共下水道の整備を進めている。これら下水道整備区域内における水洗化を推進

し、清流再生を目指す。 
②河川美化活動 
     毎年、香美市土佐山田町内を対象とし、主に物部川流域を中心とした一斉清掃を

年一回の住民参加による河川美化活動（ごみ拾い・草刈り）に取り組んでいる。 
 ③水源上流部のかん養林の保護 
 ・水源かん養林の整備 
   水源かん養林として確保した森林の整備を進める。 
・香美市生き活きこうちの森づくり推進事業 

   市民生活に身近な集落周辺の里山林、河川に隣接する水辺林、美しい自然環境

を保全・形成する景観林等の森林と人がふれ合う森林を地域が一体となって整

備・管理・活用する取り組みを支援することで、森林の持つ公益機能や自然環境

の大切さについて市民の理解と関心を深める。 
④地元の資源を活用した観光振興 
  龍河洞、逆川地区の棚田、轟の滝、べふ峡渓谷などの資源を活用して、観光の振

興に努めるとともに地域の交流を深める。 
 
６． 計画期間 

平成１９年度から平成２３年度 
 
７． 目標の達成状況に係る評価に関する事項 
  計画終了時に、４に示す数値目標に照らし、香美市下水道課が計画終了後に状況を

把握・公表するとともに、達成状況の評価、改善すべき事項の検討等を行うこととす

る。 
 
８． 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

汚水処理施設整備計画については、最新のデータに基づいて施設計画を再検討し

たものであり、既存の「高知県全県域生活排水処理構想」（県構想）に掲載された



計画と異なる計画としたため、次回の都道府県構想の見直し時に反映することとす

る。 


